
 

 

 

 

かぐめよし少年自然の家だより 令和 3年 7 月発行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

         ＝北九州市立少年自然の家開所一周年記念誌（昭和 48年 7月１日発行）より＝ 

 

  平成 21 年６月 25 日、福岡県教育委員会は、小倉南区頂吉の山中、標高約 431ⅿにあ

る間欠冷泉「満干の潮」を県指定の天然記念物に指定した。 

新聞諸紙にも掲載があったが、この指定の足跡を辿ると、市立いのちのたび博物館の元学

芸員、藤井厚志先生の 30 年を超える観察、調査がやっと実を結んだものである。 

藤井先生は、よくかぐめよし少年自然の家を訪ねてこられ、ここを起点としてこれから満

干の潮へ足を運ぶと、安全な装備で身を固め、調査や記録紙の取り換えに出かけられている。 

かぐめよし少年自然の家でも、講話をお聞きしたことがあるが、この間欠冷泉、普通では

地下の空洞に溜まった水がサイフォンの原理で湧出し、そのサイクルは概ね推定できるらし

い。「満干の潮」は、そもそも岩盤が国内有数のカルスト大地に位置し、構成する石灰岩に生

じた無数の亀裂に水が溜まり、降雨量や月や太陽の引力等々の条件が揃ったときに湧出する

らしい。 

天然記念物指定から、その場所やルート等のお問い合わせをいただいていますが、新聞に

掲載のとおり、満干の潮までは、渡渉、倒木、崩落、急斜面等々険しいルートであり、案内

看板等もありません。しばらくは、カルスト台地の地下における気の遠くなるような営みに

思いを馳せましょう。 

 

  

「満干
み ち ひ

」面白い地名である。何か伝説をひめていそうである。満干谷川は谷が二つに分

かれている。左の谷川を行くと田川郡に通じる。右の谷を登ると約２K程で「満干」に辿

り着く、あたりは樹木がうっそうと茂り、うす暗い、急に川の水が切れている。岩積みの

谷で大岩、小岩が重なり合って続いている。岩肌は苔でおおわれ、その岩に相当量の水が

流れた跡が明らかに残っている。何時もは水の無い空谷である。雨が降り続いても、時期

が来ない限り水は出ない。早魃が長く続いた時などは、物凄い音を立てて岩間から水が吹

き出るという。その後、２，３日して雨が降りだすと昔から言い伝えがある。 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部の団員は一昨年ぶりに公共交通機関を使った来所に挑戦。呼

野駅から少年自然の家までの道を辛そうな顔一つせず「懐かしい」

と言いながら歩く子どもたち…。さすがは少年団員だ！！ 

1日目は「かぐめよし発見ウォーク」で自然の家周辺を散策した

り、「焚火」をしたりしました。プログラムを通して新しい団員も

先輩団員と積極的に交流を図り、打ち解けている様子が見受けられ

ました。笑い声が絶えない良い時間を過ごせましたね！ 

 2日目はテント設営体験。大きなテントを班ごとに立てる中、み

んなで協力する姿が印象的でした。その途中で避難訓練・公衆電話

体験も行い、災害時にどう行動できるかを学びました。 

 2日間の食事はすべて自炊！手作りご飯は一味違います！！ 

今年はたくさん活動できますように！コロナに負けないぞ！ 

 

久々に行われたボランティア研修会は、新規

の「やまめ」メンバー１名を含む４名で行われ

ました。 

火熾しや野外調理をしながら、手順や安全管

理を学びつつ、職員との親交を深めました。 

調理に使う火をみんなで熾したあと、カレー 

 と飯盒炊爨の調理を開始。順調に調理を終え、みんなで美味しい昼食を戴き、その後は

研修室での講義。ボランティアさんの役割や心構え、安全管理などをしっかり学び、半

日でしたが内容の濃い時間を過ごすことが出来ました。 

早速、今回参加の４人のうち３人は、１回目のかぐめよし自然少年団や春の福智山登

山に参加し、子どもたちの安全な活動をサポートしてくれました。これからも、今回の

研修の成果を色々な活動へ繋げてくれればいいな～～。 

  

第1回

目の少年

団を4月 

17～18 日で開催しました。今年度の少年団は新た

に 8名の団員を加え、総勢 32名となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回紹介するのは、虎杖（イタドリ）。梅雨のさなかに思うことは、 

「また草が伸びてきた。そろそろ草刈りをせねば・・・」何度か刈られ 

て伸びてきたイタドリの繊維の頑丈なことといったらありません。漢字 

では虎の杖、何やら恐ろしげな感じですが、茎に虎斑模様があること、 

茎を杖に使用したことからついたと言われています。 

和名のイタドリはもっと分かりやすい。怪我をしたところに葉をもん 

で貼り付けると痛みがとれる。痛みどり・・・イタドリ！これは民間薬 

としての利用と思いきや、薬として売られているそうです。また、根は虎杖根（コジョウコン）

と呼ばれる生薬として利用されています。 

山菜の本にも登場します。４月初旬にタケノコのように顔を出す新芽を折り取り、皮をむい

て齧るとみずみずしさと一緒にさわやかな酸味が口いっぱいに広がります。イタドリの名は知

らずとも、現物を見れば昔はよく食べたとおっしゃる方も・・・。スカンポという名でも親し

まれています。 

このイタドリは茎に竹のような節があり、中が中空です。タケノコのような新芽から、夏に

は一気に３ｍほどまで伸びます。まさに竹！よく水気の多いところに生えるので「川竹」の異

名もあります。この節のなかに巣食う虫がいます。コウモリ蛾の幼虫だと思われます。昔は釣

りの餌にしたり、炙って食べていました。トウモロコシのような香りで、ほのかに甘くなかな

かの美味です。 

かぐめよしは、道沿いはイタドリだらけ。さぞイタドリ虫がたくさん捕れるだろうと、探し

てみるものの全く見つかりませんでした。後日、クサギの幹の中にイタドリ虫を発見！こちら

ではクサギ虫と云うそうな。同じに見えるのですが、違う幼虫なのかしら。ご存知の方はいら

っしゃいませんか？ 

 

※5月 22（土）～23 日（日）に予定していました「かぐめふるさと交流」及び 6 月 12（土）

～13日（日）に予定していました「紫川まるごと博物館」は、新型コロナウィルスによる緊

急事態宣言発令の為、中止となりました。 

今年の福智山登山は、前日からの雨の影響もあり、山道ではなく林道を使って登山を

行いました。道中は、今回のテーマでもあるキンポウゲが見頃をむかえており、他にも

ヤブデマリ、ミズタビラコなど春に咲く花を沢山見ることができました。 

山頂までは行けませんでしたが、参加者の皆さんは、植物の説明に耳を傾けながら、

福智の自然を満喫されていました。 

 秋にも福智山登山の主催事業を予定しています。次は山頂からの眺めをみんなで楽し 

めたらいいですね！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 事業名 時期 対象者・人数 

8月 
水環境体感キャンプ（本番） 

8 月 2日（月）～ 

8 月 5日（木） 
 

 

9月 
かぐめよし自然少年団③ 

９月４日（土）～ 

９月５日（日） 

かぐめよし自然少年団に 

所属する団員 

家族でキャンプだホイ！ 
9 月２5 日（土）～

9 月 26日（日） 

中学生以下とその保護者 

７家族 

 

 

 

10月 

第１回はじめての陶芸教室 
10 月 2日（土）～ 

10 月 3日（日） 

小・中学生とその保護者 

  2０名 

家族でキャンピング＆ 

アウトドアご飯 

10 月１6日（土）

～10月１7日（日） 

小・中学生とその保護者 

2０名 

秋の福智山登山 10月 24日(日) 
小・中学生とその保護者 

20名 

第２回はじめての陶芸教室 10月 31日(日) １回目の参加者 

 

※今後の新型コロナウィルス感染状況によっては、事業を縮小・中止することが

ございます。 

 

 

主催事業の募集は全て市政だよりに掲載します。 

応募は市政だよりをご覧になり、お申込み下さい。 

 

 

住所：〒８０３-０２６７  

北九州市小倉南区大字頂吉４５１-１ 

電話：(093)４５１-３１１１ FAX：(093)４５１-３１３３ 

ホームページ：http://www.kagumeyoshi.com/ 

http://www.kagumeyoshi.com/

